
月議会では    

 

 

 

 

                  

 連日の暑さもようやくやわらぎ、また各地でコロナ禍により自粛を続けてきました

行事などが徐々に復活しつつあります。皆様方には日頃から温かいご支援を賜り、心

から感謝申し上げます。  

 ５月の臨時議会で委員長職を拝命した広聴広報委員会では、６月定例会後の議会だ

よりの発行に携わり、９月２９日に閉会した９月  

定例会の状況をお伝えする議会だよりも最終校正  

を終え、１１月に発行する運びとなっています。  

もう一方の重要な部門である広聴部会も１１月  

の市民との交流会実施に向けて作業を進めていま  

す。  

９月定例会は質問登壇はなく、決算審査特別委  

員会を連日傍聴して、議論の推移を見守りました。  

今定例会の報告すべきトピックを以下にまとめました。物価高対策と消費喚起によ

る市内経済の活性化を目指したプレミアム付き商品券事業、リニューアル中の動物園

に併設する動物病院での医療機器の購入が大きなトピックです。  

また、今回広島市、長崎市の両市議会から全国の中核市あて依頼のあった核兵器禁

止条約の署名批准等を政府に求める意見書採択について、先の６月定例会での経緯を

踏まえて整合性を持たせる意見書案をわが会派から提案し、全会一致で採択されまし

た。  

中核市にふさわしい議会を目指してわが会派が先頭に立って議会改革を進め、皆様

の負託にお応えする決意です。今後もさらに役に立つ議員となるよう全力で働いて参

ります。  

 

これまでの本会議での質問動画→  甲府市議会インターネット中継  

（https://kofu-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=speaker_result&speaker_id=58）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ホームページもご覧ください 

http://www.komei.or.jp/km/kofu-hyodo-kenji/ 
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９月定例会トピックその１  

 プレミアム付き商品券  

  〇デジタル商品券 ５，０００円で７，０００円分  購入可能（５口まで） 

  〇紙商品券    ５，０００円で６，５００円分  購入可能（５冊まで） 

   ※使用可能期間 １２月２０日（水）から令和６年２月２９日（木）  

 

  デジタル商品券の方が有利  ⇒今後キャッシュレス化が一層進むことに  

                つながります  

 

 

https://kofu-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=speaker_result&speaker_id=58
https://kofu-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=speaker_result&speaker_id=58


 

 ９月定例会トピックその２ 

 動物園併設の動物病院への医療機器整備  

  〇予算額 ８００万円  

 

・前任期から動物園併設の病院での医療機器整備を提案してきました。  

   ・動物園のリニューアルにあわせて、動物たちの生活環境を整備する一環

として、適切な医療を提供するための医療機器を購入するものです。  

   ・財源はふるさと納税をあてます。  

 

９月定例会トピックその３  

 

核兵器禁止条約の実効性を高めるための主導的役割を果たすこと 

を求める意見書(案) 

   

〇広島、長崎両市議会が６月定例会で可決した意見書での要請事項  

 １ 核兵器禁止条約を早期に署名・批准すること。まずは、１１月開催予定

の第２回締約国会議へオブザーバーとして参加すること。  

２ そのうえで、署名・批准していない国に対し、署名・批准を要請するこ

と。  

 

〇わが会派からの修正提案  

・すべての国が核兵器禁止条約に署名•批准することを目指して、まず本年

１１月に開催予定の第２回締約国会議にオブザーバーとして参加するこ

とにより、核保有国と非核保有国の橋渡しに努めるなど、核兵器禁止条約

の実効性を高めるために主導的役割を果たすこと  

 

（修正提案の理由）  

  〇本市議会では６月定例会で３２名中１７名の賛成をもって、「核兵器禁止

条約の署名批准」を政府に求める意見書を決議しました。  

  〇その際、わが会派からの保有国へのアプローチはしなくていいのか、とい

う問いかけに、「政府で考えること」といって否定されました（上記２の部

分がこれ）  

  〇こうした経緯と整合性を持たせ、なおかつ広島、長崎両市議会の要請にお

応えするために、上記のような修正提案を行ったものです。  


